
 

学部生による研究（主に卒業論文研究）における 

人文社会科学研究の倫理審査チェックリスト 

 

学部生による研究（主に卒業論文研究）における人文社会科学 

研究の倫理審査は、倫理審査委員会の作成したチェックリストの 

もと、学生自らチェックを行うとともに、各学部で責任を持って 

行うことにする。 

なお、本チェックリストは、各学部で責任を持って10年間保管 

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究題目：                            

学籍番号・氏名：                           

研究の計画の明確性 

□ 研究の意義、目的、仮説あるいはリサーチクエスチョンが明確であるか 

□ 上記項目および以下の項目を含め指導教員と十分な議論をしたか 

実験・調査協力に対する同意を得る手続き 

□ 同意書の内容やインフォームド・コンセントを受ける手続きが対象者に分かり 

やすいか 

□ 同意書の内容やインフォームド・コンセントを受ける手続きが対象者の自発的な 

意思決定を支援しているか。 

□ 同意書の内容やインフォームド・コンセントを受ける手続きが中途での実験・ 

調査離脱の自由があることを伝えているか 

□ 対象者が未成年である場合、保護者や学校長などからの許諾の必要性について 

考えられているか。 

□ 対象者自身から同意を得ることが困難な場合（例えば、幼児、知的障害を持つ 

人）、人権保護のための特段の配慮を行っているか 

対象者の負担 

□ 実験・調査の手続き及び内容が対象者に過度の負担とならないものになって 

いるか。 

プライバシーの保護 

□ 実験・調査によって収集された資料やデータについて、対象者のプライバシーを 

適切な手段で保護しているか（例えば、資料やデータにアクセスできる人や手続き 

について配慮する） 

□ 実験・調査の結果が公表される場合、対象者の個人情報を適切な手段で保護して 

いるか 

□ 秘密保持について特段の注意を必要とする対象者の場合（例えば、障害を持つ 

人、病気を抱える人）、十分な配慮を行っているか 

データの保管 

□ 卒業論文作成後、速やかに個人情報を消去しているか（指導教員と相談のうえ保管が

必要な場合をのぞく） 

□ 保管のため、実験・調査によって収集された資料やデータの匿名化を行っているか 

□ 収集された資料やデータの保管場所は、情報流出の心配がないなど適当であるか 

□ 匿名化されたデータを10年間保管するか 
 


